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研究成果概要 

本研究は T2K ビームニュートリノおよび大気ニュートリノで期待されるエネルギー領

域での粒子同定方法の開発、および系統誤差の理解を目的とする。 

2023年度において以下の成果が得られた。 

 

⚫ スーパーカミオカンデのデータ取得およびその解析を進めた。実験装置の肝要な点

である光収集効率のセンサーごとの相対的な差、光電子利得、時間応答などの較正

作業を進めた。 

⚫ 水の透過率は大きな水チェレンコフ実験装置において極めて重要なパラメタとな

る。レーザーデータを用いた測定を共同研究者と共に進めた。 

⚫ また得られはじめたニュートリノデータの解析を開始し、検出器のパフォーマンス

の理解を進め、物理学研究に十分なものであることが示された。 
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